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トップメッセージ

　旭食品グループは、「食の豊かさを守り、食の楽しさを

開拓しつづける」というビジョンのもと、さまざまな企

業活動を行ってまいりました。ときには事業活動を通し

て、またときには社会貢献によって、企業の社会的責任

（CSR）を果たしてきたと自負しています。

　しかし新しい時代を迎えた今、私は旭食品の CSR をも

う一度見直す必要を感じています。2015 年に国連総会は

「持続可能な開発目標」（SDGs）を採択し、「世界を変える

ための 17 の目標」を掲げました。その大きな柱は地球環

境問題と貧困・格差問題への取り組みです。

　この SDGs をひとつの手がかりとしながら、私は働く仲

間（従業員）と一緒に“旭食品らしい CSR”のあり方につ

いて考えていきたいと思っています。

　旭食品の CSR の起点は、私たちのあらゆる活動と同じ

く「地域」です。地域で生まれ、地域と共に成長してき

た当グループは、社会課題への取り組みについても地域

から発想し、地域のために行動するという原則を貫きま

す。

　その前提に立って、以下のような方向で CSR 活動の展

開を構想しています。

　第一に重視しているのは、地域における事業と雇用の

創出です。

　当グループの事業分野はいまや流通事業に留まらず、

生産・加工の分野にも及んでおり、中でも農業生産者との

継続的な協業が深さと広がりを見せてきました。これま

での成功事例では、土佐山のゆず関連事業がその代表で

す。「6次産業化」や「地産外商」などの取り組みが着実な

成果を生み出し、地域経済にも活気を与えるようになっ

てきました。

　

　第二のテーマは、地域の食をめぐる複合的な社会課題

への対応です。

　一方では、人口減少によって地域の市場規模が縮小し、

棚に並ぶ商品の選択肢が減る事態が予測されます。食品

流通業界が効率化を優先するあまり、消費者の選択肢を

過度に制約することのないよう、私たちは注意深く対応

していく必要があります。

　もう一方では、食の欠乏や格差に直面する人々の支援

が求められています。廃棄ロス商品の活用策として、フー

ドバンクなどとの連携を進め、命をつなぐ「食のライフ

ライン」の活動を全国へ広げていこうと考えています。

　第三のテーマは、働く仲間（従業員）の成長と活躍の

支援です。

　この間、働く仲間（従業員）のコミュニティである「旭家」

の活動を通じて議論を行ったり、会社が「健康宣言」を

発したりなど、従来の働き方を見直す活動を行ってきま

した。今後さらに進めていきたいのは、女性の活躍でき

る場を広げ、次代を担う若手の成長を支援する仕組みづ

くりです。“個人と企業が共に成長し、働き続けて悔いの

ない企業”が私の念願です。

　この他にも環境負荷の削減や海洋資源の保護など、着

実に進めていくべき課題が多くあることは事実です。ま

たそうした大きな課題は、旭食品１社で取り組むのでは

なく、業界が足並みを揃えて共通のシステムを構築した

り、産官学民が力を合わせてグローバルなテーマへ押し

上げていったりする必要もあります。時間はかかります

が、積極的にかかわっていきたいと考えています。

　最後に申し上げたいのは、旭食品の CSR が 経営陣や

一部の部門だけで進めるものではないということです。

2019年度経営方針にも掲げていますが、「地域に根ざした

CSR 活動」こそ、私たちの持ち味だからです。そのために

も働く仲間（従業員）は、自分の身の回りから CSR のネ

タを拾い上げ、知恵を出し合い、新たな活動を構想して

もらいたい。またお得意先様、メーカー様にも、そうし

た社会的課題への発想・活動へのご理解とご支援をお願

い申し上げる次第です。　
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■編集方針
　旭食品グループは、持続可能な社会の実現に向け、

当グループが果たすべき社会的責任（CSR）の考え方や取

り組みをステークホルダーの皆様にご理解いただくため

に、2019 年より『旭食品 CSR 報告書』を発行いたします。

　今号は CSR 経営のスタートを告げる「開始宣言号」と

位置付け、具体的な施策の枠組みを示す「CSR 基本構想」

を掲載しました。また併せて、当グループのこれまでの

取り組みをご紹介し、地域社会・文化に対するささやか

な貢献をお伝えすることにしました。

　現状では、「CSR 基本構想」と実際の取り組みは十全に

結合しておりませんが、今後の討議と実行を経て徐々に

緊密な CSR 体系を組み上げていく所存です。読者の皆様

の本報告書に対するご意見をお聞かせください。

■報告対象範囲
旭食品グループ全体を対象としています。

■報告対象期間
2017 年 4 月 1 日～ 2019 年 3 月 31 日。ただし、一部の記

述はそれ以前の経緯や将来の活動予定にも触れています。

また記事中に登場する関係者の所属・役割は活動当時の

ものです。

■発行年月
　2019 年 5 月
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